
本日の例会 平成 21年 10月 ６日 (火) プログラム： 米山奨学会 ・ 卓話 

次回例会 平成 21年 10月 20日（火）プログラム：職業奉仕・優良従業員表彰 

9 月 29 日(火)12：00 開会 

小林 英典 ＳＡＡ委員長 

会 会長 長の の時 時間 間 木本 貴一 会長 

今日は外部卓話に平塚さんありがとうございます。 

平塚さんとは以前同じアパートに住むという知り合い 

でもありました。 

ＪＡＬの経営について報道でもよく知られていると思 

います。来月ワイキキＲＣに訪問するわけですが、Ｊ 

ＡＬとＮＷでのビジネス料金が倍以上違います。日本 

人が要求するサービスのデリカシーが違うかなという 

くらいでしょう。航空料金にあまり気になさらない方 

も多いですが、 10月から燃油サーチャージもまた始り 

ますし、けっこう違いというのがあります。交友情報 

でこれからの旅行にでも役立てていただければと思い 

ます。

幹 幹事 事報 報告 告 高島 章行 幹事 

先日2010年11年度の地区ガバナーノミニーに関して 

ご報告させていただきましたが、最終的にこれが選挙 

ということになりました。つきましては来月の理事会 

におきまして、クラブとしての方針を決めさせていた 

だきます。 

昨年度退会されました樫村氏から能面展示会のご案内 

がありました。10 月 20 日から 25 日までの開催で会 

場はシビックセンターになります。 

親 親睦 睦委 委員 員会 会 川 川﨑 﨑委 委員 員長 長 

9 9月 月2 26 6日 日に に開 開催 催の の観 観劇 劇会 会の のご ご参 参加 加あ あり りが がと とう うご ござ ざい いま ま 

し した た。 。楽 楽し しく く参 参加 加で でき きた たと と思 思い いま ます す。 。 

出 出席 席報 報告 告 小澤 興 委員長 

会員数 出席 欠席 出席率 MakeUp 修正 免除 

36 名 26 名 10 名 72.2% 9 名 100% 1 名 

ニ ニコ コニ ニコ コＢ ＢＯ ＯＸ Ｘ 鈴木 幸一 委員長 

◎ 石川さん市展入賞おめでとうございます。 
木本 貴一 

◎ 「まゆみの里」平塚施設長卓話よろしくお願い 
します。 高島 章行 

山縣 敏史 弓野 博司 信太 克己 
佐藤 勝美 千葉 省三 岩崎 敬次 
原田 松吉 

◎ 夕刻に一段と虫の音が高くなりました。 
宮本 尚彦 

◎ すずしくなりました。 小山 高一 
◎ 第 45 回市展で日立市文化協会会長賞を受賞し 

ました。 石川 國博 

◎ 石川さんおめでとうございます。 大森 孝之 
鹿志村 高道 川﨑 健輔 須田 晃 
山本 忠安 池澤 健 小林 英典 
鈴木 幸一 樫村 文雄 小澤 興 
川村 昌弘 星 勝治 

◎ 10月4日日曜日は池の川で日立市子供会子ども 
祭りです。暇な方は遊びに来てください。 

朝日 正道 

本日も多くの方からニコニコＢＯＸへの 
ご協力 誠にありがとうございました。 

本日計３４，０００円 累計額 ３８４，０００円 

第２８２０地区 H H HI I IT T TA A AC C CH H HI I I S S SO O OU U UT T TH H H 

例 会 場 要害クラブ ＴＥＬ（０２９４）３６－２０２０ 
例 会 日 毎週火曜日 １２：００～１３：００ 
事 務 所 日立市末広町１－１－３ 国分協同組合内 

ＴＥＬ（０２９４）３６－５０７４ ＦＡＸ（０２９４）３７－２１７６ 
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■会 長 木 本 貴 一 ■副会長 大 森 孝 之 

■幹 事 高 島 章 行 会報委員 山縣敏史 大森孝之 大神田正浩 

例 会 報 告 

週報 No.12 

R R RO O OT T TA A AR R RY Y Y C C CL L LU U UB B B



本 本日 日の のプ プロ ログ グラ ラム ム 卓 卓話 話 

職 職業 業奉 奉仕 仕委 委員 員会 会 弓 弓野 野 博 博司 司 委 委員 員長 長 
国際ＲＣでポリオの撲滅に集中的に支援しているよ 

うに当ＲＣでは障害者支援の中で精神障害者支援を 

していこうということは皆様もご存知のことともい 

ます。 

昨今の厳しい経済状況の中で、障害者が仕事を失っ 

て自立の道が閉ざされているという困難な状況は報 

道等で知っていると思います。このような逆境の中 

で新たな取り組みが行われている施設があります。 

医療法人敬愛会まゆみの里の平塚施設長にお越しい 

ただきまして、そこでの現状、もしくは将来に向け 

ての取り組みなど障害者支援の参考になるお話を聞 

かせていただけると思います。 

また、そこで作っているおいしい卵もお持ちしまし 

たので是非お買い求めいただければと思います。 
10月 20日に今年も優良従業員表彰を行いますので、 

皆様の事業所に表彰を受けられる方の推薦をお願い 

します。 

卓話 平塚 厚志 氏 
医療法人圭愛会まゆみの里 施設長 

はじめまして。この 

ような関でお話する 

のもおこがましいよ 

うな気がします。平 

成 17 年にオープン 

いたしました。 

作業は名古屋コーチ 

ンの養鶏を行ってお 

ります。名古屋から 

雛を買ってきております。雛のうちから育てて玉子 

を産ませています。玉子ばかりじゃなくて肉もやり 

ましたが、思うようには売れませんでした。利用者 

の定員が 20 名です。今現在 22 名の登録があり、毎 

日来る方が半分くらいでつきに何日か来る方が半分 

くらいです。 

平成 16 年 10 月に国から精神障害に対しての福祉の 

改革案ということで大々的に変えたものが出されま 

した。それによりだいぶ行政指導、認可、など変わ 

りました。それにより市町村の格差がだいぶありま 

すし、地域によってはまだまだ昔のままというのも 

あります。これは画期的なことだということで 

今までは、精神障害者は病院などで保護収容という 

ようなかたちでとらえられてきました。16 年の変更 

から病気ですよということに変わりました。そして 

わかってもらえるように動きました。 平成 18 年に自 

立支援法ということで、身体障害、知的障害と同じ 

枠の中で精神障害も入りました。これは画期的なこ 

とだということで皆喜んだところもありますし、運 

営上の問題で廃止しましょうという声もあります。 

廃止してどうしましょうかということでは考えてし 

まうこともあります。障害の度合いが深ければ負担 

金も高くなってしまうという問題があります。再検 

討してもらいたいと思っていますがいろいろな問題 

も含んでおります。 

当施設は補助金事業でやっておりますので、支援法 

には移行していません。23 年までに移行しなさいと 

いうことです。移行しなければ補助金が毎年 5％減 

額しますとなっております。実際のところは減額ど 

ころか申請すればすぐ来ております。運営費といっ 

てもほとんどが人件費です。 

精神障害といってもなかなか理解されていない、出 

来ないところがたくさんあります。ましてや今まで 

の体制が保護収容だったのでずっと入ってなさいよ 

という考え方でした。ですから社会に出ることもな 

かなか難しい状況でした。が変わり始めまして以前 

のような生活が出来るよう願いで活動しております。 

ただ、症状におきまして、陰性症状と陽性症状とあ 

りまして疲れやすいとかの陰性症状が残ってしまう 

とか、場が読めないというような認知機能が劣って 

しまうというような本人にとって思うようでないこ 

とがある。能力的には充分持っています。こちら側 

の支援の仕方、指導の仕方、対応の仕方によってそ 

の能力を発揮することが出来ます。作業所はもとも 

と場所など家族会からの提供があって作業をしたり 

レクレーションをしたりで始り、それ以上のものが 

少なかったのです。なにか作業をしてればいいでし 

ょというもので、就労というものはなかなか達成で 

きなかった。自立支援法の基準でも 5％でよかった 

程度です。我々としては能力が無くても、いったん 

手を出せば能力は発揮してくれるだろうと思ってま 

す。いい物を高く売っていきましょう。商品価値の 

高いものを作って皆さんの工賃に換えましょう。と 

いう考えでいました。とはいっても他の一般の方と 

太刀打ちできるわけではない。営業というのも大変 

だ。作業所ではただそれだけになってしまうので、 

実際に現場に入ってもらい実際に働いてもらい、実 

際にその場で体験してもらう。それが就労につなげ 

ていく道だと思ってます。全国的にも新しい考え方 

で個別就労支援といわれてます。それぞれの能力に 

あった仕事をこちらが探してあげましょう。職員と 

もども本人に合った仕事を探していきましょうとや 

っています。一昨年あたりから「まゆみの里」でも 

いろいろなところにお願いにあるっております。百 

年塾の職員やイベントとも繋がっての活動もしてお 

ります。今現在 5 名が就労までしております。ただ 

最近の景気悪化で工場での仕事が無いといった状況 

です。短期間でも就労できるようにならないと昔の 

ままの状態で先に進めない。そうならないためにも 

いろんな企業、公的機関に、我々ももって出て行か 

なくてはいけないと思っています。まだまだ想定し 

ている自立のための工賃を稼げていませんが何とか 

自立できるよう頑張っております。あと、住む所も 

大変なんです。グループホームなどありますが、せ 

きたてられるような生活もありそれに対して何かな 

いかなとも思います。そこから自立した就労が望め 

られるようになってほしいと思います。玉子も作業 

の訓練でいいのかなと考えています。どうぞ皆様の 

ご理解をお願いいたします。 

会長の点鐘にて終了 

作業所で 

の玉子で 

す。


